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１連携協定の締結について

２協定の枠組みと締結までの経緯について

４協定の効果について

３協定の内容について

1



１連携協定の締結について

「地球温暖化対策と気候変動適応対策に関する連携協定」

令和６年８月29日、奥州市は、
アサヒ飲料㈱と㈱ミチノクと連
携協定を締結しました。
今回は、協定の内容のほか、

経緯や現在の取組みなどについ
てご紹介します。
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２協定の枠組みと締結までの経緯について
(１) 協定の枠組み
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アサヒ飲料株式会社（東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号）
資本金110億円、創立1972年、従業員数2,272名

グループ企業 カルピス㈱ 他

㈱ミチノク（奥州市水沢工業団地三丁目84番地）
資本金3,000万円、設立1979年、従業員数約150名



２協定の枠組みと締結までの経緯について

(２) 協定締結までの経緯

令和６年４月24日 アサヒ飲料、ミチノクと初協議

７月 ・協定内容の協議
・クーリングシェルターの設置（7/19。準備は前年度から）
・ゼロカーボンシティ宣言の準備
（庁内調整、議会説明等）

８月 ・協定内容の協議
・ゼロカーボンシティ宣言（8/7）
・連携協定締結（8/29）
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３協定の内容について
「緩和」と「適応」
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３協定の内容について
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奥州市 アサヒ飲料㈱ ㈱ミチノク

緩和
「CO2を食べる自販機」

適応
熱中症予防施策への協力

地球温暖化の「緩和」と「適応」を同時に対策



３協定の内容について
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取組項目 概 要

｢CO2を食べる自販機｣の設置
市の一部施設（クーリングシェルター含む）への新規設置。また、既存機につ
いても｢CO2を食べる自販機｣に適宜更新。

クーリングシェルターへ
応急用飲料の設置

応急対応用として市施設の「涼みどころ」にアサヒ飲料製品を提供

新規設置自販機の
カーボンマイナス化

｢CO2を食べる自販機｣とカーボンオフセット機を併用し、自販機の稼働電力由
来で排出するCO2を実質マイナス化→市域内のCO2を削減。

環境に配慮した商品の販売の販売
シンプルecoラベル製品（ペットボトル）の販売などを検討。ラベルが少ない
製品の販売によりリサイクルしやすく脱炭素化を促進。

環境学習等への協力
市内の子供たちや地域コミュニティなどを対象として市が行う環境学習や環境
教育への協力

CO2固定化建材の情報提供
｢CO2を食べる自販機｣が吸着したCO2を原材料の一部とするコンクリートなど
の建材の情報提供。将来的に公共工事などへ利用を検討。

熱中症啓発活動への協力
㈱ミチノクのルート車両への啓発ステッカーの掲示などにより業務中に熱中症
予防広報への協力。また、熱中症に関する予防、応急講座などを社員が受講。



３協定の内容について

(１) 「CO₂を食べる自販機」について
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2024.4.24アサヒ飲料㈱様資料から抜粋 2024.8.29協定式資料から抜粋
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2024.8.29協定式資料から抜粋



３協定の内容について

(１) 「CO₂を食べる自販機」について
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・自動販売機のCO₂排出量の最大20％を吸収。
※（スギの木約20 本分に相当）

・吸収したCO₂は、アサヒ飲料で工業原料化に取組中。

建材、アスファルト、床タイ
ル、ブルーカーボン（サンゴ
移植基盤など）



３協定の内容について
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「みんなで防ごう！熱中症！」ステッカー車両出発式の開催（令和7年6月3日）

(２) 「熱中症関連対策」について
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シェルターに
CO2を食べる
自販機の設置

クーリング
シェルター
の設置

R6.7月中旬

ゼロカーボンシティ
宣言

R6.8月上旬

アサヒ飲料等との
連携協定

R6.8月下旬

シェルターへの飲料設置や熱中症関連広報
活動への協力

熱中症予防
ステッカー車両

出発式

R7.6月中旬

「緩和」と「適応」の枠の中で、切れ目なくイベントを実施して、ニュース性
を維持。市民の意識を獲得。
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・クーリングシェルターでの脱炭素や気候変動適応に関する情報発信
・熱中症対策に関する市民意識への働きかけ
・エシカル消費意識への働きかけ


